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畜産研究所ニュース  
第９号 

 

   

【試験研究成果等発表会特集】 

去る２月２７日と３月２日、野辺地町と 

つがる市で成果等発表会を開催しました。 

野辺地町では酪農家主体で３９名、つがる

市では肉牛農家主体では２９名の参加があ

り、活発な討議が行われるとともに、早期の

成果普及を期待する声が多く寄せられました。 

（以下に主な発表内容をお知らせします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

■生年月日： 平成２４年１１月２７日 
■生産者 ： 奥瀬牧野組合（十和田市） 
■体尺  ： 体高 149cm(+0.58σ), 胸囲 221cm (+0.47σ),  

  体重 772kg (+0.72σ) ※H30 年 2 月測定 
■遺伝病 ： すべて正常 

血統 白清８５の３ × 安 平 平茂勝 × 「春待白清」本牛 

黒毛和種種雄牛の現場後代検定成績 

野辺地町会場 つがる市会場 

本年度は４頭の成績が判明。「春待白清」（はるまちしらきよ）が肉質面で 

抜きん出る！→ 県では本県１０頭目の基幹種雄牛に指定 

（５等級率で基幹種雄牛の指定基準クリア） 

 

２０１８.３.２９ 

頭数 枝肉重量 ロース芯バラ厚皮下脂肪脂肪交雑 上物率 ５等級率

（kg） （cm2）（cm）（cm）（BMS） （％） （％）

安平晴１ 17 460.4 62.8 7.8 2.6 6.6 71% 41%

孝忠美 22 513.6 58.6 8.3 2.9 5.6 64% 18%

青晴 22 471.8 54.0 7.6 2.4 5.4 55% 14%

春待白清 19 456.1 61.4 7.9 2.3 7.4 79% 47%

平均 475.5 59.2 7.9 2.6 6.3 67% 30%

名号

去勢（春待白清×北平安×第１花国） 

ＢＭＳNo.１１ 枝肉重量 501kg ロース芯面積 67 ㎠ 
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出荷月齢 試験１区（２４か月） 試験２区（２７か月） 慣行区（３０か月） 

試験頭数 ３ ３ ３ 

等  級 A5：１ A3：２ A4：２ A3：１ A5：１A4：１A3：１ 

枝肉重量ｋｇ ４７４ ５３１ ４９９ 

ＢＭＳ No ５．３ ４．７ ６．７ 

   

 

   

 

 

 

 

 

  

   

 

項目
肥育開始
月齢

（か月）

出荷
月齢

（か月）

肥育
期間

（か月）

回転率
（％）

1頭あたり
収益

（千円）

30か月
区比
（％）

24か月区 7 24 17 124 431 144

27か月区 8 27 19 111 335 112

30か月区 9 30 21 100 299 100

試算では２４か月肥育が最も

経済的。しかし現状では２４か月

肥育の枝肉は評価されにくい。 

当面お勧めできるのは

２７か月早期肥育 

日本短角種に対する籾米ＳＧＳ給与の肥育実証成績 

日本短角種で籾米ＳＧＳを原物重量比５０％で代替した場合 

①枝肉成績に影響は及ぼさず、購入飼料費は低減できる。 

②生産された牛肉は赤色が長期間保持され、脂肪の黄色みが抑制される傾向あり。 

→籾米ＳＧＳ給与は赤身、脂肪に対し好ましい影響を与える可能性あり 

枝肉重量に優れた赤身牛肉を生産するための黒毛和種早期肥育技術 

黒毛和種去勢牛において、① 肥育期間の短縮（２４か月、２７か月）、② 籾米ＳＧＳの利用 

（配合飼料の原物重量比３０％の代替）、③ 肥育中期以降もビタミンＡ給与継続の３条件により

→低コストで良質な赤肉生産が可能 
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廃棄乳の 

混合割合 

乳牛糞尿：廃棄乳 

１：０ ２０：１ ※１ ２：１ ※２ 

水 分 ７２％以下 ７１％以下 ６７％以下 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

県産マコンブ 

加工残さ 

廃棄乳適正処理のための堆肥化技術 

乳房炎の治療等により出荷できない廃棄乳は環境負荷が大きく適正処理が必要 

→オガクズを副資材とし、廃棄乳と乳牛糞尿と混合して堆肥化する場合の
適正水分量を解明 

糞尿混合物の水分を 88％、廃棄乳の水分を 88％、オガクズの水分を 25％とする。 

① 廃棄乳無しの場合（水分 72％にする） 

牛糞 60 ㎏ × （88％－72％） ÷ （72％－25％） ＝ 20.4 ㎏ 

② 牛糞：廃棄乳＝20：１の場合（水分 71％にする） 

（牛糞 60＋廃棄乳 3）㎏ × （88％－71％） ÷ （71％－25％） ＝ 23.3 ㎏（1.14 倍） 

③ 牛糞：廃棄乳＝２：１の場合（水分 67％にする） 

（牛糞 60＋廃棄乳 30）㎏ × （88％－67％） ÷ （67％－25％） ＝ 45 ㎏（2.2１倍） 

牧草・飼料作物の優良品種の選定 

早生

　

　　 ①収量性：かなり高い

　　②耐倒伏性：同程度

　　③耐病性（病害罹病程度）
　　　　・すす紋：同程度
　　　　・紋枯病：やや多い

品種特性
（標準品種と比較して）

早晩性
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地方独立行政法人 青森県産業技術センター 畜産研究所 
 

〒０３９－３１５６ 

上北郡野辺地町字枇杷野５１ 

TEL ０１７５－６４－２２３１ 

FAX ０１７５－６４－２２３０ 

（和牛改良技術部） 

〒０３８－２８１６ 

つがる市森田町森田月見野５５８ 

TEL ０１７３－２６－３１５３ 

FAX ０１７３－２６－３２０５ 

HP http://www.aomori-itc.or.jp 

Youtube 公式チャンネル http://www.youtube.com/user/aitcofficial 

畜産の技術について何かありましたらお気軽にご相談して下さい。 
 

 

 

牧草・飼料作物の優良品種の選定 

http://www.youtube.com/user/aitcofficial

